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取扱い・使用上のご注意

「塩酸」はガスが発生しますので、ご使用できません。
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・製品は印刷により、多少実物と異なる場合があります。
・カタログ記載事項は改良のため、お断りなく一部変更する場合があります。

平成28年 4月作成

ISO9001
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を取得しています。

タンク薬注 タンク薬注・
取扱説明書

タンク薬注 タンク薬注・



■タンク本体はポリエチレン製ですので耐衝撃性に優れておりますが、

　付属品については衝撃には強くありません。

　製品の落下及び製品への衝撃には充分ご注意下さい。

■製品は設置用として設計されております。液体を入れての移動及び

　移送にはご使用できません。液面上限シールを超えるとゲージ部から

　液体があふれ出てトラブル発生の原因となります。

　※液面計上部は開放型です。

■耐薬品性には優れた製品（別紙耐薬品表参照）ですが、 同じ製品に

　おいての薬品の使い分けには充分気をつけて下さい。洗浄が不充分な場合、

　反応熱及び有害なガスが発生し重篤な事故に至る可能性があります。

付属
部品
類

■タンク納入後

　タンクは突起物のない平面に降ろし、立てて保管して下さい。

　横置きのまま放置しますと取付け部品を傷つける恐れがあります。

　タンクを動かす際、落としたり鋭い突起物に当てないようご注意下さい。

　特に取付け部品を傷つけないようご注意下さい。

 

■付属部品の確認

　タンク納入時、付属部品類は本体ダンボール内

　もしくは別梱包箱にて届きますので、ご確認下さい。

■据付け時

　タンクの据付け基礎は全面支持にして下さい。タンクを基礎上に設置する際、

　基礎面に鋭い突起物や石ころなど　がないことを確認して下さい。

　土中での埋込み使用は、土圧によりタンク変形が生じますのでご遠慮下さい。

据付け時のご注意2

注意事項1

 













注意事項

据付け時のご注意

配管時のご注意

耐薬品性一覧表

使用上のご注意

保守点検について

保証について
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薬注タンク 取扱説明書 02
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薬注タンク 取扱説明書

タンク薬注
タンク薬注
（標準型・青）

（高比重対応型・黒）
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薬注タンク 取扱説明書 04
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薬注タンク 取扱説明書

使用上のご注意4
■最高使用温度

　補強枠が無いポリエチレン単体タンクの場合は40℃以下でご使用下さい。

　※希釈・溶解時の化学反応熱においてもこの範囲内として下さい。

　※特殊な薬品では40℃以下でも製品に異常が生じる場合があります。

■液比重

　標準品（青）は1.3まで、HD（黒）は1,679（希硫酸等）まで使用可能な

　設計になっております。それ以上に重い比重の液体をご使用される場合は、

　補強枠が必要となります

■エア抜き

　基本的にはエア抜きは設けておりません。ハンドホールの隙間よりエアを

　逃がす構造としています。 また、液面計上部は開放になっております。

　ハンドホール以外より液を注入する場合、ハンドホールを緩め内圧を緩和して

　下さい。ポンプ等で液を抜く場合、ハンドホールを緩め減圧を緩和下さい。

　加圧はタンクが膨らみ破壊に繋がります。また、減圧は天板の落込みや

　胴部のへこみ等の変形が起り、破損の原因となります。  

　加圧:100mmH2O/減圧:50mmH2O以上の加減圧力がかからないように配慮して

  下さい。

■火気厳禁

　タンクはポリエチレン製ですので、火気を近づけないで下さい。

　ポリエチレンの融点は約120℃（軟化点は110℃）です。

■使用地域

　ポンプや撹拌機を取付けた場合、爆発性雰囲気の中では使用しないで下さい。

■保管について

　直射日光が当たる場所や高温雰囲気内での保管は、製品の劣化が早まる恐れが

　ある為おやめ下さい。

■フランジ接続

　配管時にノズルに負担がかからない様に注意して下さい。

　フランジ接続の際は相互の中心を出して取付けて下さい。

　フランジ締めつけボルトの締め具合は、全部が平均になる様に締めて下さい。

　サポート支持については、配管に無理のない様に取付けて下さい。

■フィッティング

　ナットは、左方向へ手で締めた後パイプレンチで締めて下さい。

　ナットは、ポリエチレン叉は塩ビ等の樹脂製品ですので、

　締めすぎるとネジ山がとぶ恐れがありますのでご注意下さい。

■フランジ

　本体側ノズルにフランジ等の取付けの際は、

　正しい角度でねじ込んで下さい。

　斜に締めすぎると液漏れの原因に

　なりますので、ご注意下さい。

■シールテープ

　雄ネジの部品にはネジ部にシールテープを巻いて

　ねじ込んで下さい。　

オプション部品組立てのご注意

タンク廻り配管時のご注意

タンク タンク

タンク タンク

配管時のご注意３
ご使用前に必ずご確認下さい

ご使用前に必ず水張りテスト及び水洗いを実施して下さい。

特にドレン部や加工部の水漏れが無いことをご確認下さい。



■薬液を入れ間違うと有毒ガスが発生し大事故の原因にもなりますので、ご注意

　下さい。

■点検の際は必ず使用している薬品に応じて保護具（ゴム手袋、マスク、保護

　メガネ、耐薬液作業服など）をご着用下さい。

■タンク内部や継手部分などは3ヶ月に一度、定期点検を行うようにして下さい。

□タンクの固定状況（アンカーボルト等）や、据付け部の状況（基礎等）に

　異常がないか確認して下さい。

□タンクのひび割れ、変色、変形などがないか確認して下さい。

□液面計上部及び液面計に液漏れの形跡を確認された場合、ハンドホールが

　密閉になっている事も考えられます。ハンドホールを開けてご確認下さい。

□薬品投入の際ハンドホール周辺に薬液をこぼしてしまった場合、その液が

　液面計上部より管を伝い流れ落ち、液面計下部に液漏れが生じているように

　見えることがあります。漏れを確認された場合は拭取りにてご確認下さい。

■保証期間は、タンク納入日から1年間です。

■保証期間中に、正常なご使用かつ適正なメンテナンスをされているにも

　関わらず、当社の設計、製作上の不備により故障や破損が発生した場合には、

　故障または破損箇所を無料修理させて頂きます。

点検項目

耐薬品性一覧表7保守点検について5

保証について6

薬品名 化学記号
濃度

（％）

中密度
ポリエチレン

２０。 C ６０。 C
備考 薬品名 化学記号

濃度
（％）

中密度
ポリエチレン

２０。 C ６０。 C
備考

蓚　酸 COOH・COOH 飽和

臭化水素酸 HBr 100

植物油 E△ ×

アンモニア水 NH3aq 0.88比重液 写真用現像液

アセトン CH3COCH3 100 △ E 次亜塩素酸ナトリウム NaClO 15

亜硫酸ナトリウム Na2SO3 水酸化アルミニウム Al(OH)3

クロム酸 H2CrO4 電解液 10～60硫　酸 H2SO4

エチルアルコール C2H5OH ＜96 水酸化ナトリウム NaOH ＜48

過酸化ナトリウム Na2O2 弗化水素酸 HFaq ＜60

過酸化水素水 H2O2 弗化水素酸 HFaq 70

△塩素水 Cl2aq 飽和 炭酸ナトリウム Na2CO3 濃厚

100 Eキシレン C6H4(CH3)2 × × ホウ酸ナトリウム Na2B4O7 濃厚

エチルグリコール CH2OH・CH2OH 炭酸マグネシウム MgCO3 飽和

グリセリン C3H5(OH)3 △ 硫酸アルミニウム Al2(SO4)3

硝　酸 HNO3 ××

×

＜67.5 硫酸アンモニウム (NH4)2SO4 飽和

硝　酸 HNO3 △5～25 硫酸ナトリウム Na2SO4 飽和

酢　酸 CH3COOH △10～80 硫酸ニッケル NiSO4 飽和

酢　酸 CH3COOH 1～10 硫酸マグネシウム MgSO4 飽和

鉱　油 E△ × 硫酸銅 CuSO4 飽和

100 △ Eエチルアルコール C2H5OH 石　油 × ×

塩　酸 HCl ＜35 100トルエン C6H5CH3 × ×

塩化銅（I） Cu2Cl2 100 Eブチルアルコール C4H9OH △

△

クエン酸 (OH)C3H4(COOH)3・H2O

50

硫　酸 H2SO4 △75

塩化ナトリウム NaCl 飽和 C6H12O6ブドウ糖

サルチル酸 C6H4(OH)COOH 硫酸鉄（II） FeSO4

牛　乳 メチルアルコール ＜50CH3OH

クロロホルム CHCl3 100 E△ × メチルアルコール 100 △CH3OH

硝酸カルシウム Ca(NO3)2 濃厚 燐　酸 ＜90H3PO4

燐酸カルシウム Ca3(PO4)2

燐酸ナトリウム Na3PO4

塩素酸カルシウム Ca(ClO3)2 飽和 100テレピン油 × × E

塩化銅（II） CuCl2 各種濃度 フェノール C6H5OH × × E

蟻　酸 H・COOH 3～80 ベンジンアルコール C6H5CH2OH × × E

塩化カルシウム CaCl2 各種濃度 ひまし油 × × E

△塩化アルミニウム AlCl3 動物油 △ × E

海　水 100ベンゼン △C6H6 × E

クレゾール CH3C6H4OH 硫　酸 H2SO4 ×98

硝酸アンモニウム NH4NO3 飽和 硫化ナトリウム Na2S 25

※1  「塩酸」はガスが発生しますので、ご使用出来ません。

　    希釈の用途でのみご使用下さい。

※2 薬注タンクHD(黒）で次亜塩素酸ナトリウムは使用できません。 

※3「硝酸」は濃度 25％以下、常温での使用であっても、2 年でタンクの交換をして下さい。
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薬注タンク 取扱説明書 06
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薬注タンク 取扱説明書

 …使用可能。 …使用不可能。

 …幾分侵されるか又は、吸収する。場合によっては用いられる。 …環境応力亀裂の発生懸念がある。△

×

E

※2

※1

※3


